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2019年3月14日 離脱期日の延期を選択

【EUは離脱期日延期を“一応は”合意】
英国を除くEU加盟国27カ国の首脳は、2019年3月21日
（現地時間）に開催したEU首脳会議で、英国のEUからの
離脱期日延期を条件付で合意しました。
もし英国議会（下院）が「来週中に離脱協定案を承認」す
れば、5月22日までの離脱期日延期が認められ、離脱後には
「最長2年の移行期間」が設けられます。
しかし、英国議会が「反対」した場合、英国は4月12日までに
合意なき離脱か、新たな計画を示すかを選ぶ必要があります。
今回、英国メイ首相は6月末までの延期を求めていたことから、
EU側の判断は英国にとって厳しいものとなりました。
【3度目の正直で離脱協定案を可決できるか】
英国議会は英国政府とEUが合意した離脱協定案に対し、既
に2回「圧倒的多数で反対」しています。
もし来週中の採決でも「反対」となった場合には、英国に残され
る選択肢は「合意なき離脱」か「離脱期日を長期間延期」のい
ずれかに実質的に絞られるものと見られます。
「合意なき離脱」となれば、英国はEU側と何の取り決めもない
まま、いきなり離脱することとなり、大きな混乱が生じるものと予
想されます。
一方「離脱期日を長期間延期」となった場合、英国は今年5
月23日～5月26日に行われる欧州議会選挙に参加しなけれ
ばならず、EUからの離脱が形骸化する可能性も出てきます。
【依然混沌とした状態が続く】
メイ首相の手腕に対する不信感も強まっており、英国議会の中
には内閣不信任案の提出を検討するような声も聞かれます。
また、英国議会のウェブサイトにはEUからの離脱撤回を求める
嘆願書に多数の署名が集まっているとの報道もあります。
いずれにせよ、英国は厳しい状況に置かれていることに変わりは
無く、混沌とした状態が続くものと考えられます。

 英EU離脱～来週中の英国議会の採決に委ねられる～
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【正式離脱日は延期】
EU（欧州連合）は英国の離脱期日延期を“一応は”合意したものの、今後の行方は実質的には『英国議
会の離脱協定案採決』に委ねられることとなりました。英国は採決を『来週中』に行う必要があり、その結果
次第でどのような形での離脱となるか、その方向性が決まることとなります。

【今後想定される流れ】

2019年3月13日 「合意なき離脱」を回避

2019年3月12日 離脱協定修正案を否決

2019年3月21日 EUが離脱期日延期を条件付で
合意

4月12日までに英国が
EUに今後の方針を表明

5月22日まで離脱期日
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来週中に英国議会が離脱協定案を採決

承認反対
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